
石垣番号 載 022 1地 区名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 犬走り 石垣位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

仄

＼

。

ヽ

、

Ｌ
●

ド
氏

ヽ

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 1.65          下端 200

石垣高さ
左 0.18         右 194
最 高 ■94  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 015

最高地点 0,15

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危険度 C

特記事項 小石材の多用。露岩の組込。

破損の要因と破損状況
図

耐齢 部 綿

岩盤と築石面の不整合など
により、ズレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 st 023 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 890         下端 930

石垣高さ
左 337           右 026

最高 337  最高点位置

石垣勾配
左 0.20           右 0.00

最高地点 0,20

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 大石の組み込みが多くみられる。算木積 (低)

破損の要因と破損状況
図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

左変曲点
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石垣番号 SL024 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
古
テ 石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中心部に在する)

al減
角の形状

右 1出角

左1出角

石垣延長 天端 920         T端  1050

石垣高さ
左 166       右 337
最高 337  最高点位置

石垣勾配
左 010           右 003

最高地点 003

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 右隅角の下部に算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
図

Zυ り 蛛

働

緞
的

・石垣天端の樹木の影響など
により、ズレがみられる。

右変曲点 左変曲点
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石垣番号 載 025 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名
|

石垣部位
昔
〓 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

ミ

＼

92釘

'

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 230         下端 253

石垣高さ
左 020            右 166

最高 1,66  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.10

最高地点 010

地盤状況 その他(石段)

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 右隅角の下部に算木積 (低)。 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
田各 図

切腹ド正二斗

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1

420



石垣番号 st026 1地 区名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位 石段 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′醍 Бに在する)

角の形 1犬

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 2,93          下端 293

石垣高さ
左 0.09            右 055

最高 0.55  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0,00

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 列石状に並ぶ。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 載 027 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲輪 名

石垣部位 道路 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 |す り付け

石垣延長 天端 3.55          下端 3.55

石垣高さ
左 0.55      右 040
最高 0.55  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 000

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 小石材の多用。

破損の要因と破損状況
略 図

おf7言亀用いざ

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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下太鼓の丸跡

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

全体的にズレがみられる。

略 図

犠 紳潮募 勢

天端 820         下端 8.20

最高 ■墜  最高点位置

打込ハギ・乱積

ズレ・ヌケ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、部分
崩壊がみられる。

右変曲点
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石垣番号 SL029 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 出角・シノギ (低 )

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 ン望      右 1.67

最高 1.70  最高点位置

石垣勾配
左 024           右 0.15

最高地点 030

地盤状況 斜 面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 野面石を石垣下部に使用。シノギ。

破損の要因と破損状況
略 図

才盈群

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 載 030 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲輪 名

石垣部位
昔
子 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 出角・シノギ(低 )

石垣延長 天端 1025    下端 10.25

石垣高さ
左 1.67            右 0,75

最高 167  最高点位置

石垣勾配
左 右

最高地点 015

地盤状況 斜面

石材種別 野面石・割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ ヌ ケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 露岩上に積む。全体的に破損が顕著。シノギ。

破損の要因と破損状況
略 図

一警
砲

ｏ

＼＼　　　　　一【゙
［　‐

諷

２

岩盤と築石面の不整合など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

右変曲点
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石垣番号 st 031 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輸 名

石垣部位 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 687          下端 705

石垣高さ
左 112           右 182

最高 ■82  最高点位置

石垣勾配
左 右

最高地点 010

飾攣 J★ i耳 平坦面

石材種別 野面石・割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊・ズレ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 露岩上に積む。全体的に破損が顕著。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、 ヌケ、部分
崩壊がみられる。

右変曲点 左変曲点
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石垣番号 st032 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名 |

石垣部位 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

,

(  a7P4

隠
欝湖

粋

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 1140    下端 11.90

石垣高さ
左 1.82           右 136

最高 1.82  最高点位置

ヽ ざ
石垣勾配

左 0.10           右 0,08

最高地点 0.10

沢

＼
＼

隠
出
Ｎ
⇔バ
②'ぃゴ

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ ヌケ・欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 全体的にはしっかり積むが、一部小石材や縦積みなどがみられる。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

協
移極 嶽
アレ`謗し

雛
。

tqDttD=ゎ

錦 ノ kt7ヶ

施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

大石の影響などにより、ヌ
ケ、カケがみられる。

右変曲点
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石垣番号 載 033 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲輪 名

石垣部位
昔
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形1犬

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 1.20            右 012

最高 1.20  最高点位置

石垣勾配
左 0.09           右 0,00

最高地点 009

地盤状況 その他(虎口)

石材種別 害」石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 丸みのある石材。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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下太鼓の丸跡

石 lH位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

叢

O/
②Zぞ

転石がみられる。

略 図

0       1       2      3      4      5ぉ

すり付け

天端 10.00        下端 10.00

左 0.36           右 0.18

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全壊している。

左変曲点 右変曲点
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下太鼓の丸跡

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

全体的にズレがみられる。

すり付け

天端 480     下端 480

最高 110  最高点位置

打込ハギ・乱積

ズレ・ヌケ・欠落

,ビす駒

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、カケ
がみられる。

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

下太鼓の丸跡

すり付け

すり付け

天端 2310         下端 23.10

左 005            右 0.22

080  最高点位置
左 000           右 0.00

打込ハギ・乱積

部分崩壊・ズレ

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

左変曲点
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石垣番号 st 037 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
吉
子 石 lB位置 (該 当石垣は円内中′さ部に在する)

隠 ∵押

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 1400 下端 14.00

石垣高さ
左 1.28            右 0,05

最高 128  最高点位置

石垣勾配
左 010           右 000

最高地点 0.10

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 崩落部に裏込め石がみられる。

破損の要因と破損状況
図

ユ
|!il:i::i〔

:t''|;:Iサ

It 攀舜抄鎌 ぢヽ

10°

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

左変曲点
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石垣番号 載 038 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
古
子 石垣位置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

＼・取
＼
5   10

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 5,35         下端  5。 35

石垣高さ
左 04       右 1.28

最高 1.28  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右  0。 10

最高地点 010

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 中央部は良好だが両端部に破損がみられる。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
略 図

錦 r`

豚 みこ

0

晟番
1

紳
2

続へとつりt/

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

右変曲点
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石垣番号 載 039 1地 区名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名
|

石垣部位 犬走り 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 (不明 )

左 1出角

石垣延長 天端 570 下端 5.90

石垣高さ
左 170      右 027
最高 170  最高点位置

石垣勾配
左 0.20           右 0.00

最高地点 020

地盤状況 斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズ レ ヌケ

構築年代 Ⅲ剣

危 険 度 B

特記事項 左角のヌケ。

破損の要因と破損状況
図

流へ子おヾり》し

鯵 筋ガ麻

蹴

贄 崩し

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 st_040 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

＼
隠
ヾ
離
玲

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 440     下端 を釣

石垣高さ
左 0.28           右 1,70

最高 1.70  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.20

最高地点 020

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 角が極めて不安定な積み方。

破損の要因と破損状況
図

ア/
″
,レ prt/

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

・小石材で築いたことなどに
より、ズレがみられる。

全景写真 1 右変曲点
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石垣番号 st041 1地 区名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
一旱

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 14.50        下端 1450

石垣高さ
左 0.10           右 0.28

最高 0,28  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 列石状に並ぶ。

破損の要因と破損状況
略 図

急 掛 駒 搬
0        5        10m

2勇り′
～

施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

左変曲点
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石垣番号 st 042 1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
古
〒 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 10.80        下端 1080

石垣高さ
左 0.64           右 0.10

最高 1.64  最高点位置

石垣勾配
左 0.15            右 000

最高地点 020

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ハラミ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 角張った方形石が多い

破損の要因と破損状況
略 図

ラGレ    /゛ψあイ '博説後い

施工法等構造上の問題など
により、 ズレ、ハラミがみ
られる。

大石の影響などにより、ヌ
ケがみられる。

全景写真 1 右変曲点
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石垣番号 載 043 1地 区名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名 |

石垣部位
古
〒

角の形状

右 |す り付け(st 042)

左 1入角

石垣延長 天端 250          下端 250

石垣高さ
左 0,12            右 064

最高 064  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.15

最高地点 0。15

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 角張つた方形石が多い。

破損の要因と破損状況
略 図
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石垣番号 載 0型  1地 区 名 1     下太鼓の丸跡 由輪 名
|

石垣部位 郭 (該 当石垣は円内中心部に在する )

角の形状

右1入角

左 1出角

石垣延長 ラミ男希 0.86          ~F男 嵩 0,86

石垣高さ
左 0.56           右 000

最 高 0.56  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 残存部は安定する。

破損の要因と破損状況
略 図

沙
ノ
Ｄ

為貌

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 載 045 1地 区名 1     下太鼓の丸跡 曲 輪 名

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 260         下端 260

石垣高さ
左 033           右 056

最高 056  最高点位置

石垣勾配
左 0.00            右 000

最高地点 0.00

地盤 J犬況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 露岩上に積む。角張つた石材を使用。

破損の要因と破損状況
略 図

石垣天端の樹木の影響など
により、ズレがみられる。

全景写真 1
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